
1385

72.

612.61

男性及 ビ女性「性ホルモン」ノ家兎血液凝 固

  及 ビ赤血球沈降速度ニ及ボス影響

         岡山醫科大學生理學教室(主任生沼教授)

      河 合 忠

             [昭和12年4月26日 受稿]

 Aus dem Physiologischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama. 

(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma)

Uber den Einfluss von mannlichem und weiblichem Sexualhormon

auf die Blutgerinnung und die Blutsenkungsgeschwindigkeit 

am Kaninchen. 

Von 

Tadasi Kawai. 

Eingegangen am 26. April 1937.

Der Verfasser untersuchte die Wirkuug von maunlichem und weiblichem Sexual-

hormon auf die Blutgerinnung und Blutsenkungsgeschwindigkeit am Kaninchen. Die

Resultate sind folgendermassen.

1) Ather losliches Sexualhormon aus mannlichem oder weiblichem Harn hat eine

Substanz, die die Blutgerinnung befordert. Diese Substanz ist unloslich im Alkohol. 

2) Mannliches und weibliches Sexualhormon befordert die Blutsenkungsgesch-

windigkeit. 

3) Kephalin hat fast kein Einfluss auf die Blutsenkungsgeschwindigkeit, wahrend 

Cholesterin es befordert. 

4) Im Acetou unlosliches Sexualhormon befordert die Blutsenkungsgeschwindig-

keit. 

5) Durch die Wirkung von Lipase verringert sich Sexualhormon das Beforde-

rungsvermogen auf die Blutsenkungsgeschwindigkeit. 

Mit diesem Resultat vermutet der Verfasser, dass die blutgerinnungbefordernde 

Prinzip ein Kephalin-ahnliche Suhstanz ist und die Blutsenkungbefordernde Prinzip 

ein Cholesterin-ahnliche Substanz ist. (Autoreferat)
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      内 容 目 次

其ノ1

「性ホルモン」ノ血液凝固ニ及ボス影響

第1章 緒 言

第2章 「男性ホルモン」 ノ血液凝固ニ及 ボス影

響

 第1節 「ホルモン」製法

 第2節 血液凝固測定法

 第3節 實驗成績

第3章 「女性ホルモン」ノ血液凝固ニ及 ボス影

響

 第1節 實驗方法

 第2節 實驗成績

第4章 總括及 ビ考按

第5章 結 論

其 ノ2

「性 ホル モン」,Kephalin, Cholesterinノ 血

 球沈 降速 度ニ 及 ボ ス影響

第1章 緒 言

第2章 「ホルモ ン」ノ血球 沈降速 度ニ 及 ボ ス影

響

 第1節 實驗方法

 第2節 實驗成績

第3章 「ホルモン」中ニ含有サルルAceton不

    溶解性物質 ノ血球沈降速度ニ及ボス影

響

 第1節 實驗方法

 第2節 實驗成績

第4章 Lipaseヲ 作用セシメタル 「ホルモン」

    ノ血球沈降速度ニ及ボス影響

 第1節 Lipase製 法

 第2節 實驗方法

 第3節 實 驗成績

第5章 Kephalin及 ビCholesterinノ血 球沈

    降速度ニ及ボス影響

  第1節 Kephalin製 法

  第2節 實驗方法

  第3節 實驗成績

 第6章 總 括及 ビ考按

 第7章 結 論

    文 獻

       其 ノ1

 「性 ホ ルモ ン」ノ血 液凝 固ニ 及 ボス影 響

      第1章 緒 言

 多 クノAutorenハFollikelhormonハ 血

液 凝固ニ 對 シ強 キ促 進的 作用 ア リ トス.即 チ

Talowy1)ハ1933年 雌 性家 兎ハ去勢 後 血液

凝 固時間 ガ56%ニ 於 テ遲延 スル ト報 告 シ,

Druckrey2)ハ1933年 女 性Sexualhormonハ

之 ヲ雌 性家鼠ニ 注射 ス レバ最 初凝 固時 間遲 延

シ1乃 至2日 後強 イ促進 作 用起レリト 云 ヒ,

Mario Saviano3)ハ 雄犬ニ 卵 巣製劑 ナルPro-

gynoヲ 注 射 シ66%ニ 於 テ凝 固促 進作 用 ヲ

認メ,Ludwig Adler4)ハ 去勢 セル雌家 兎及

ビ婦 人 ノ月經 閉 止期ニ 凝 固時 間 ノ遲 延 セ ヲル

認 メ之 ハ卵 巣機能 ノ減退 セル爲 ナ リ トセ リ.

Bablik5)ハ 成熟 家 兎 ヲ用 ヒ之 ヲ去勢シ タル後

男 ハ「女性 ホルモ ン」ヲ注射 セル ニ 「男 性 ホ ル

モ ン」ハ凝 固ヲ 甚 シク遲延 セ シメ「女性 ホル モ

ン」 ハ甚 シク促 進 セ シムルト 云ヘ リ.上 記諸

氏 ノ實 驗 ハ總 テ「ホル モ ン」ヲ動物ニ 注射 シ又

ハ人工的ニ 去勢 ヲ行 ヒタル後 實驗 ヲ行 ヒタル

モ ノナ リ.余 ハ茲ニ 於 テ「ホル モ ン」含 有 液注

射後ニ 起 ル血液 凝 固促 進作 用又 ハ遲延 作 用 ヲ

檢 シ更ニ 進 ミテ其 ノ作 用 ヲ有 スル物質 ガ如 何

ナ ルモ ノニ屬 スル カヲ檢 討 セ リ.
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 第2章 「男 性 ホ ル モ ン」ノ血 液 凝 固

      ニ 及 ボ ス 影 響

    第1節 「ホ ルモン 」製 法

 A: Ather浸 出法 ニ ヨル「ホル モ ン」製法

 30歳 ノ健 康 男子 ノ尿500ccヲ 集 メ清洗 セル 陶

器 製蒸 發皿 中ニ 入 レ之 ヲ55℃ニ 熱 シ其 ノ1/10容

量 ニ ナル迄 濃縮 シタル モ ノヲ濾 紙ニ テ濾 過 シ タル

尿ニ 多 量 ノ「エ ーテル」ヲ加ヘ數 時 間振盪 シ室 温 ニ

24時間 放置 後 分液 漏斗ニヨ リ「エー テル 」ヲ集 メ

更ニ 「エーテル 」ヲ以 テ再 ビ同一 尿 ヲ浸 出 シ兩 エ

ーテ ル 液」ヲ集 メ之 ヲ小 ナル 蒸發 皿ニ 入レ40℃ ー

テ蒸 發セ シムル 時 ハ黄褐 色 ノ臭 氣ア ル粘 稠 ナル物

質 少量 ヲ得 ル.此 物 質 ヲ「オ リーブ油 」2ccニ 溶解

セ シ メタル モ ノヲ實 驗ニ 供 シ タ リ.

 B: 「エ ーテル」及 ビ「アル コール」浸出 ニ ヨル

   「ホル モ ン」製 法

 上記Aニ記 述 セル 如 クシ テ得タ ル黄 褐 色 ノ物 質

ニ更ニ95%「 アル コール 」40ccヲ 加ヘ テ溶解 セ シ

メ濾紙 ニテ濾 過 セル濾 液 ヲ再 ビ蒸 發 シ得 タル黄褐

色 ノ物 質 ヲ「オ リーブ油」2ccニ 溶 解セ シメタル モ

ノヲ實驗ニ 使 用 セ リ.

    第2節 血 液 凝 固 測 定 法

 凝 固測 定器 ハ我 ガ生理教室 常用 ノモ ノニ テBu-

rker9)氏 ノ装置 ヲ原 理 トシテ製作 セル モ ノニ シ テ

我 ガ教 室先 輩 山本7)ノ 使用 セ ルモ ノナ リ.即 チ成

熟 家 兎 ノ耳 靜脉 ヲ先 ヅ「アル コール 」デ清 拭 シ次 ニ

「エ ーテル」デ再 ビ清 拭 シ,清 潔 ナル注 射 針 ヲ耳 動

脉ニ 刺 ス時 出 血 スル血液 ヲ「ビベ ツ ト」ニ吸 引 シ其

ノ4滴 ヲ血 液 凝固 測定器 上 ノ時 計硝 子上ニ 滴 下 ス

ル(此 時時 計硝 子 上 ニハ前以 テ「ホル モ ン」含有 檢

液1滴 ヲ入 レ置 クモ ノナ リ).而 シテ血 液ト 「ホル

モ ン」含有液 量 トノ比 ハ4:1ト シタ リ.此 時 「ホ

ル モ ン」 含有液 ト血液 ヲ速ニ 混 合セ シムル 爲 メ細

キ硝 子棒 ニテ30囘 撹 拌 シ タ リ.其 ノ後 面液中ニ

「フイブ リン糸 」ノ生 ジ タル カ否 カ ヲ認 ムル 爲 メ先

ノ少 シ曲 レル 細キ 硝 子棒 ニテ30秒 毎ニ 檢 査 セ リ.

此 時 「フィ ブ リン糸 」 ノ最初ニ 生 ジ タル時 ヲ凝 固

開 始 トシ,時 計硝子 ヲ 垂直ニ 傾 ケル モ血液 ガ流 レ

ズ 一塊 トナ リテ凝固 セル 時 ヲ以 チ凝固 終 了 トナセ

リ.對 照 ニハ「ホル モ ン」含有液 ノ代 リニ 「オ リー

ブ油」 ヲ使用 セ リ.

      第3節 實 驗 成 績

 「ェ ーテル 」浸 出ニヨ ル「男性 ホル モ ン」ハ家兎 血

液凝 固 ヲ促進 セ シムル モ(第1表參 照)「エー テル 」

及 ビ「アル コール 」浸出ニ ヨル「男性 ホル モ ン」ハ對

照ニ 比 シ促進的ト 云 フ ヲ得 ズ(第2表參 照).

第1表 「エー テル」浸 出「男 性 ホル モン」ノ家 兎血液 凝 固ニ 及 ボス影 響
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第2表 「エ ーテル」及 ビ「アル コー ル」浸 出

    「男 性 ホ モル ン」ノ血 液凝固ニ 及 ボ ス影響

 第3章 「女性ホ ルモ ン」ノ血液 凝 固

      ニ 及ボス影 響

      第1節 實 驗 方法

「ホルモン」製法及 ビ實驗方法等總テ第2章 「男

性 ホル モン」ニ就 テ述ベタル ト全 ク同樣ニ セリ.

第2節 實驗成績

「エー テル 」浸 出 ニ ヨル 「女性 ホル モ ン」含有 液

ハ家 兎 血液凝 固 ヲ促進 セ シムル モ(第3表參 照).

「エー テル」及 ビ「アル コール 」浸 出 ニ ヨル「女 性 ホ

ルモ ン」ハ 對照ニ 比 シ促 進的 ナ リト云フ ヲ得 ズ.

(第4表 參照)

第3表 「エー テル」浸出「女性 ホル モン」ノ血液凝 固ニ 及 ボ ス影響

第4表 「エ ーテル」及 ビ「アルコール 」浸 出

    「男性 ホルモ ン」ノ血 液凝 固ニ 及 ボス影響
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第4章 總括及ビ考按

 第2章 及 ビ第3章ニ 於 テ「エ ー テル」浸出 ー

ヨ リテ得 タル男性 及 ビ女性 「ホル モン」 ハ何

レモ家 兎血液凝 固 ヲ促 進 セ シムルモ,「 エー

テル」及 ビ「ア ル コー ル」浸 出 ニ ヨリテ得 タ ル

男性 及 ビ女性「ホル モ ン」ハ何 レモ之 ヲ促 進 セ

ズ.即 チ「ホル モ ン」中ニ ハ「エー テル」ニ溶解

スル モ「アル コー ル」ニ溶 解 セザ ル物 質ヲ 含 有

シ而 モ其 ノ物質 ハ家 兎血液凝 固 ヲ促 進 セ シム

ル故,其 ノ物質 ハ生理 的及 ビ化學的性 質 ヨ リ

シテKephalin樣 物 質 ナ リ ト云 フヲ得 ベ シ.

他方,Ludwig Adler4)ハKastration後 ノ血

液凝 固作 用 ノ遲延 スル ハ卵巣 機能 ノ減 退 ヲ以

テ説 明 シ,Bablik5)ハ 「ホル モン」注射後 ノ凝

固時 間 ノ變 化ハ一 種 ノ「ホル モ ン」ガ異 常ニ 増

加セ ル爲 ナ リ トシ,又Druckrey2)ハ 「ホル モ

ン」 注射後 ノ血 液凝 固時間 ノ變化ヲ 主 トシテ

卵巣 機能 ノ變化 セル爲 ナ リトシ,即 チ 「腦 下

垂體 前葉 ホルモ ン」注 射後先 ヅ凝固 時間 遲延

スル ハ「卵 巣 ホルモ ン」ノ増 ス爲 メナ リ トシテ

Ludwig Adler4)ニ 反對シ 次ニ 凝 固促進 スル

ハ「腦 下垂體 前葉 ホルモ ン」ガLuteinisierende

wirkstoffヲ 有 スル カ又ハCorpus luteum

Hormonノ 製 成ヲ 促 ス爲 ナ リ トセ リ.而 シ

テ之等 去勢 又ハ「ホルモ ン」注射後二次 的ニ 血

液凝 固時間 ノ變 化起 ルハ血液 中ニ如 何ナル 物

質ガ増 減 スル爲ニ 起 ル モノナ リヤニ就 テハ 今

後 ノ研 究ニ俟 ツ可 キナ リ.

      第5章 結 論

 男性 及 ビ女性「性 ホル モ ン」中ニ ハ家 兎血液

凝固ヲ 促進 セ シムル物 質 ア リテ,該 物質 ハ「エ

ー テル」ニ 溶 解 シ「アル コール」ニ溶 解 セザ ル

爲 メKephalin樣 物質 ナ リ.

       其 ノ2

 「性 ホルモ ン」Kephalin, Cholesterinノ

    血 球 沈降 速度ニ 及 ボス影 響

      第1章 緒 言

 「性 ホル モ ン」ノ赤血球 沈降 作 用ニ 及 ボス影

響ニ 關 シテハ1933年 宇 多8)ハ「女 性 ホル モン 」

ニ 就 テ研 究 シ 「卵 巣 ホ ルモ ン」及 ビ 「腦 下垂

體 前葉 ホルモ ン」 ハ之ヲ 家 兎 血液ニ 混合 セ シ

ム レバ血 球 沈降速 度ヲ 促進シ,「 兩 ホル モ ン」

ノ等分 混合 液 モ之 ヲ促 進 セ シム ト云ヘ リ.駒

井13)ハ 妊婦 尿中 ノ 「腦 垂 體前葉 ホル モ ン」及

ビ「卵 巣 ホ ルモ ン」注射 ハ雌性 家 兎 ノ血球 沈降

速 度 ヲ減 弱 セシ ム ルモ妊婦尿 注射 ハ此時 該速

度ヲ 先 ヅ減 ジ次ニ 之ヲ 促進 セ シム ルガ故ニ 妊

婦 尿 ハ該2種 「ホルモ ン」以 外ニ 更ニ 血球 沈

降 速度 ヲ變 化 セ シムル他 ノ物 質ヲ 含有 スル ト

云 ヘ リ.又 一方ニ 於 テKurten6)ニ ヨレバ

Cholesterinハ血 球沈 降 速 ヲ促進 スル ト云 ヒ,

岡村19)モ 亦 試驗 管内ニ テ 之 ガ 實驗 ヲ試 ミタ

ルニ同樣 ノ結 果 ヲ得 タ リ ト云 ヒ,松 本20)ハ

Cholesterinト 血 清トノEmulsionヲ 家 兎ニ 注

射 スル モ亦試 驗管 内實驗ニ 於 テ モCholesterin

ハ血 球 沈降速 度ヲ促 進 セ シムト 云 フ.然 ル ニ

Bennighof21)氏ハCholesterin含有 量ハ 血球

沈降速 度ト 一致 セズ ト云 ヘ リ.余 ハ此處ニ 於

テ男,女 「性 ホル モ ン」 ノ血球 沈降 速度ニ 及 ボ

ス影響 ヲ檢 スル ト共ニKephalin及 ビCho-

lesterinノ 影響ヲ モ觀 察 シ夫 等3者 間 ノ相互

關係 ヲ追究 セ ン トシテ本實驗ニ 着 手 セ リ.

  第2章 男 女「性 ホルモ ン」ノ家兎 血

     球沈 降速 度ニ 及 ボス影響
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      第1節 實 驗 方 法

 實 驗動 物 トシ テ 成 熟家 兎 ヲ用 ヒ其 ノ食後15時

間 位ニ 於テ 血液 ノ凝固 ヲ防 止 スル爲ニ3.8%枸 櫞

酸 曹達 水 ノ所要 量(血 液 ト枸櫞酸 曹達 水 トノ比 ハ

4:1)ヲ 吸 引 セル 注射 器 中ニ取 リ,之 ヲ直徑1cc

長 サ10ccノ 試驗管 内ニ2cc宛 入 レ更ニ 「ホル モ ン」

含有液(其 ノ1,第2章,第1節ニ 述 ベ タル ト同 樣

ノ方法 ニテ製 成 セル モ ノ)ヲ2滴 即 チ約1/50ccヲ

加 ヘ,全 試 驗管 ヲ手ニ握リ20分間 中等 度ニ 之 ヲ振

盪 シ,「 ホル モ ン」ト血 液 ヲ充分混 合 セ シ メタル モ

ノヲ別ニ 準 備 シアルWestergren氏 赤血球 沈降 速

度測 定用Pipettニ 吸 引シテ 測定 セ リ.

      第2節 實 驗成 績

 男性 及 ビ女性 尿 ヨ リ製成 セル 「エ ーテ ル」 浸 出

「ホル モン 」及 ビ「エー テル」及 ビ「アル コール 」浸 出

「ホルモ ン」ノ血球 沈 降速 度ニ 及 ボ ス影 響 ハ何 レモ

對照 トシ テ「オ リーブ油 」ヲ加 ヘ タル者ニ 比 シ促 進

的 ニ シテ而 モ「エ ーテル」浸 出 ニ ヨル「ホル モ ン」含

有 液 ト「エーテル 」及 ビ 「アル コール」浸 出ニ ヨル

「ホルモ ン」含有液 ノ何 レ ガ強 キ促進 作用 ヲ有 スル

カハ 明 カナル 決定 ヲ爲 シ得 ズ.(第1表 及 ビ第1圖

參照)

第1表 男女「性ホルモン」ノ家兎血液沈降速度ニ及ボス影響

參考 ノ爲第1表 ノ ♀ ノ例 ヲ直角 坐標 軸ニ 曲線 デ表 ハ ス ト第1圖 ノ如 シ.
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第1圖

 第3章 「ホルモ ン」中ニ 含有 サル ル

      Aceton不 溶解 性物 質 ノ血

      液 沈降速 度ニ 及 ボス影響

      第1節 實驗 方法

 男性又ハ女性尿500ccヲ1/10ニ 濃縮(温 度ハ

55℃ニ テ)シ 之 ヲ濾紙ニテ濾過 シタルモ ノニ 「エ

ーテル」多量 ヲ加ヘ充分浸出シ此「エーテル」ヲ温

度40℃ニ テ蒸發シタル殘渣ニAceton30ccヲ 加

ヘ之 ヲ攪拌シ約4分後 濾紙2枚 ヲ重ネテ濾過シ濾

紙 上 ノ殘 渣 ヲ 「エーテル 」ニ 溶解 セ シ メ更ニ 之 ヲ

蒸發 シタルモ ノヲ「オ リーブ油 」2ccニ 溶 解 セル モ

ノヲ實驗ニ 使 用 シ第2章 第1節 ト全 ク同樣 ニシテ

Westergren氏 法 ニテ測定 ス.

      第2節 實 驗 成 績

 男性 及 ビ女性「ホル モ ン」中 ノAceton不 溶解 性

物 質ハ對 照 トシテ「オ リーブ 油」ヲ加 ヘ タル モ ノニ

比 シ血 液沈降 速度 ヲ促 進 セ シム.(第2表,第2圖

參照)
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第2表 「性 ホル モン」中 ノAceton不 溶解物 質 ノ 血液 沈降速 度ニ 及 ボ ス影響

第2表 ヲ 「グラ フ」ニ テ示 ス ト次 ノ如 シ.

第2圖
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 第4章 Lipaseヲ 作 用 セ シ メ タ ル

      「ホ ル モ ン」ノ 血球 沈 降 速 度

      ニ 及 ボ ス 影 響

     第1節 Lipase製 法

 Lipase製 法ハCole11)ニ 從 ヒ豚 ノ膵臓2gヲ 乳

鉢ニ テ良 ク擦 リ潰 シ15ccノ 蒸 溜永 ヲ加 ヘ更ニ97

%「 アルコー ル」20cc加 ヘ室 温ニ2日間 放 置 シ 「ガ

ーゼ」2枚 ヲ重 ネテ濾過 シ其 ノ濾 液16ccヲ得 タ リ.

此濾 液0.5ccヲ 尿500ccヨ リ「エ ー テル」浸 出法 ニ

ヨ リテ得 タル 「ホル モ ン」ニ加ヘ40℃ ノ電 氣恒 温

装 置内ニ3時 間 放置 シ タル後 之 ヲ取リ 出 シ55℃ ニ

テ充分 蒸發 シ斯 クシテ得 タル殘渣 物 ヲ 「オ リー ブ

油 」20ccニ 溶解 シタル モ ノヲ實 驗ニ 使用 シタ リ.

對照 トシテハ100℃ニ5分間 熱 シタルLipaseヲ 作

用 セ シ メタル者 及 ビ「オ リーブ油 」中ニ 「ホル モ ン」

ヲ溶解 セル モ ノヲ使 用 セ リ.此 時Lipaseノ效 力

有無ニ 關 シテ ハColc12)氏 法ニ 從 ヒFat Emulsion

ヲ作 リ之ニLipasenヲ 加 ヘ 「弱 アル カ リ性 」 トナ

シn/10 NaOHニ テ滴定 シ其 ノ效 力確實 ナル者 ヲ

使用 セ リ.

      第2節 實 驗 方 法

 第2章,第1節ニ 於 ケル ト全 ク同樣ニ血 液ト 枸

櫞 酸曹 達 量 トノ比ハ4:1ト シ,其 ノ2cc中ニ 「リ

バ ーゼ」ヲ作 用 セ シ メタル 「ホル モン 」2滴 ヲ加 ヘ,

ヨ ク振盪 セル後測 定 セ リ.

      第3節 實 驗 成 績

 男性 及 ビ女性 「ホル モ ン」ハ共ニLipaseヲ 作 用

セ シ ム ル時 ハ對照ニ 比 シ テ血 球 沈度速 度 ハ遲延

ス.(第3表 參照)

第3表 「リバ ーゼ」ヲ作 用 セシメタル「ホル モン」ノ血球 沈降速 度ニ 及 ボ ス影響

第3表 ヲ直角坐標軸ニ圖示 スレバ第3圖 トナル.
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第3圖

第5章Kephalin及 ビCholesterin

ノ 血 球 沈 降速 度ニ 及 ボ ス 影 響.

「ホル モ ン」中 ニハKephalin樣 物質 ノ存 在 セル

事 ハ既ニ證 明 セ リ.又 第3章ニ 於 テ 「ホル モ ン」

中 ノAceton不 溶解 性物 質ハ尚 ホ沈降速 度 ヲ保進

セ シ ムル ヲ知 ル.之 ニ ヨ リテ沈 降速度 促 進物 質 ハ

Cholesterin樣 物質 ナル ヲ知 ル.茲ニ 於 テ沈 降速

度 ヲ促 進 セ シムル物質ハKephalin樣 物 質 ナル カ

又 ハCholesterin樣 物質 ナル カ ヲ推定 スル爲 メ別

ニ作 レルKephalin及 ビMerk製Cholesterinヲ

用 ヒ其 ノ沈降 速度ニ 及 ボ ス影 響 ヲ觀察 セ リ.

２２
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    第1節 Kephaliu製 法

 KephalinハMcLean10)ニ 從ヒ 屠 殺場 ヨ リ得 タ

ル馬 ノ大腦 ノ腦膜,血 管,血 液 ヲ充 分除去 シ其 ノ

50gヲ 乳 鉢 中ニ テ充分 破碎 シ之 ヲ硝 子盤ヒニ薄 ク

擴 ゲ室温 デ乾 燥 セシ メ,之 ヲ粉 末ト シ次ニ 「エー

テル 」多 量 ヲ混 ジテ浸出 シ後濾紙ニ テ濾過 シ透 明

液 ヲ得 ル.更ニ 之 ヲ室 温 デ蒸發 セ シ メ タル モ ノニ

多 量 ノAcetonヲ 加 ヘ20分 間浸 出 シ,之 ヲ濾過 シ

テ得 タル殘渣ニ95%「 アル コール」ノ多 量 ヲ加 ヘ

浸 出 シ.更ニ此 殘 渣ニAceonヲ 加ヘ タル後 此

Acetonヲ 除 去 シ殘渣 ヲ乾 燥 セ シメテ黄 褐 色 ヲ呈

スル物 質 ヲ得 タル モ ノヲ1%「 オ リーブ油 」溶液 ト

シ テ使用 セ リ.

      第2節 實 驗 方法

 Kephalinハ 上記 ノ如 ク1%「 オ リー ブ油 」溶 液

トシ,Merk製「 ヒ ヨレステ リン」ハ0.5%「 オ リー

ブ油 」溶液 トシテ之 ヲ使用 シ第2章,第1節 ト全

ク同一 ノ方 法 ニ ヨ リ沈降速 度 ヲ測定 セ リ.

      第3節 實 驗 成 績

Kephalinハ沈 降 速度〓 對 シ 殆 ド影響 ナ キ モ

Cholesterinハ對 照 トシテ 「オ リーブ油 」ヲ加 ヘ タ

ル 者ニ 比 シ沈降 速度 ヲ促進 セシ メ タ リ.(第4表

參 照)

第4表 Kephalin及 ビCholesterinノ 血 球 沈 降 速 度ニ 及 ボ ス影 響

第4表 ヲ直 角 坐標軸上ニ曲 線 トシテ現 セ バ次 ノ如 シ.
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第4圖

     第6章 總 括及 ビ考按

 以 上實驗 成績ヲ 總括 及 ビ考 按 スルニ第2章

ニ ヨ リ男女性「ホル モ ン」ハ家 兎血球 沈降速 度

ヲ促 進 セ シメ,而モ 「ホ ルモ ン」ハKephalin

樣 物質ヲ 含 有 ス ル者ニ テモ含 有 セザル者ニ テ

モ殆 ド同樣ニ 促 進 セシ ムル事ヲ 知 ル.第3章

ノ成績 ニヨ リCholesterin樣 物質 タルAceton

不溶解 性物 質 モ亦 沈降 速 度 ヲ促 進 セ シメル コ

トヲ知 ル.又 第4章ニ ヨリ「リバー ゼ」ヲ作 用

セル「ホルモ ン」ハ血球沈降 速 度促 進力ヲ 減 少
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スルヲ 知 ル ト共ニ 「ホル モ ン」中 ノ血球 沈降速

度ヲ 促 進 セ シムル物質 ハLipaseニ 分 解 セ ラ

ル ル物 質 ナ ラン ト思惟 セ ラル.第5章ニ 於 テ

ハ別ニ 作 レルKephalin及ビCholesterin

ノ血球 沈降 速度ニ 及 ボ ス 作 用ヲ 觀 察 セ ル ニ

Kephalinニ ハ 殆 ド促 進作 用 モ抑 制作 用ヲ モ

認 メズ.Cholesterinー ハ岡村19),松 本20)ノ

如 ク促 進的 作用 アルヲ 認 メタ リ.

 上 記 ノ成績 ヨ リ,シテ「ホルモ ン」中 ノ血球 沈

降速 度ヲ 促進 セシ ムル物質 ハ其 ノKephalin

樣 物質ニ 非ズシ テCholesterin樣 物質 ナ リ ト

云 フ可 シ.今 其 ノ血球 沈降速度 促進 ノ本態 ニ

就 テ考 フルニ津 田,堤16)ハ 妊婦ト 普 通婦 人ニ

就 キ血 清 ノ粘稠度 大 ナルニ ツ レ沈降速 度遲延

スルヲ 認メ,反 之 岡村16),Ley17), Hober18)

諸 氏 ハ粘稠 度 ノ大 ナル モ ノハ沈降速度 促進 ス

ル ト云ヒ,又 宇 田8)ハ 「性 ホル モン」ヲ血液 ニ

混合 シ對照ニ 比 シ血 球 沈降 速度 促進シ 而 モ血

漿 ノ比 重,比 粘度 ハ大 ナ リシト云ヒ,此血 漿

ノ比 重,比 粘度 ハ赤血球 沈降速 度ニ 影 響 ナ キ

カ,又 ハ「ホル モ ン」自身ガ沈降 速度ヲ 促進 セ

シムル作 用 ヲ有 スル者 トセ リ.即 チ之 等 ノ諸

説ニ 從 ヘバ血 漿 ノ比 重,粘 稠度 ハ必 ズ シモ赤

血球 沈降 速度ト竝 行 スル ト云 フヲ得 ズ.又 岡

村16)ハ血 漿 中ノ「コレ ステ リン」「フイ ブ リ ノ

ーゲ ン」 「グ ロ ブリン」ハ重要 ナル因 子ニ シテ

之等 ハ陽 性荷電 物質 ニ シテ之等 ガ血 中ニ 増 加

セバ赤 血球 ノ陰 性荷 電ヲ 中和 シ電 氣ヲ 失 ヒタ

ル赤血球 ハ凝 集 シテ沈降速 度ヲ 増 加 スル ト云

フ.

 余 ハ實驗 中「ホル モ ン」加入時 或ハ 血 球 ハ凝

集 ラ起 スニ 非 ズ ヤ トノ想像 ノ下ニ 之ヲ 檢 微鏡

下ニ 檢 セ シモ凝集ヲ 認 メザ リキ.此處ニ 於 テ

「ホル モ ン」加入 ニ ヨ リ沈降速度 増加 ノ原 因 ハ

恐 ラク血漿ト 血球間 ノ摩擦 力ヲ減 少 ヲ來 ス爲

ナ リト思惟 スル モノナ リ.「 性 ホルモ ン」 ハ

「コ レステ リン」ニ類 似 セル構造ヲ 有 スル モ ノ

ナル コ トハ確 定 的 ノ事實ニ 屬 ス.然 レバ赤 血

球 沈降ニ促 進的ニ 作 用 スル ハ「コ レステ リン 」

系ニ 屬 スル「性 ホル モ ン」ノ作 用ニ ヨル モ ノナ

リ ト斷ズ ルヲ得 ベ ク,血 液凝 固機轉ヲ 促進 ス

ル「クフ ア リン」ハ恐 ラク「性 ホル モン」ニ附屬

セル モ ノニ テ「性 ホル モ ン」其 ノ物 ノ作 用 ニ ア

ラザル ベ シ ト信 ズ.

      第7章 結 論

 1. 「男女性 ホル モ ン」ハ血 球 沈降速 度 ヲ促

進 セ シム.

 2. Kephalinハ 血 球沈降 速度ニ 殆 ド影響

ナクCholesterinハ 之ヲ 促速 セ シム.

 3. 「男 女性 ホル モ ン」ハ「ア セ トン」ニ溶 ケ

難 ク其 ノ赤血 球 沈降 速 度促 進作用 ハLipase

ヲ作 用 セシムル時 ハ其 ノ作 用ヲ 減 ズ.

 4. 「男女性 ホルモ ン」ハ生理 的及 ビ化學 的

ニCholesterinニ 似 タ ル物質 ナ リ.

  擱筆スル ニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御

 校閲 トヲ賜ハ リシ恩師生沼教授ニ滿 腔 ノ謝 ヲ

 表 ス.
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